
■ 総代・損害評価会委員の
　　　　任期満了に伴い改選が行われます

■ 水稲共済に加入しましょう
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令
和
８
年
３
月
末
で
総
代
・
損
害
評
価
会
委
員
の
方
々
が
任
期
満

了
と
な
り
ま
す
。

　

総
代
に
つ
い
て
は
３
月
末
ま
で
に
選
挙
を
、
損
害
評
価
会
委
員
に

つ
い
て
は
各
地
区
か
ら
推
薦
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
各
地
区
の
共
済
部
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
方
々
に
は
改
め

て
改
選
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

組
合
員
の
代
表
と
し
て
総
代
会
を
構
成
し
事
業
計
画
や
予
算

な
ど
組
合
運
営
の
方
向
性
を
決
め
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

【
資
格
】

　

総
代
へ
の
立
候
補
者
及
び
推
薦
人
は
組
合
員
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

【
選
挙
】

　

選
挙
区
ご
と
に
行
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
候
補
者
が
定
数
を

超
え
な
い
場
合
は
無
投
票
当
選
と
な
り
ま
す
。

【
任
期
】

　

令
和
８
年
４
月
１
日
～
令
和
11
年
３
月
31
日

　

災
害
発
生
に
係
る
損
害
防
止
や
損
害
の
認
定
に
つ
い
て
調
査
審
議

す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
組
合
員
や
学
識
経
験
者
の
中
か
ら
、

総
代
会
の
承
認
を
得
て
選
任
し
ま
す
。

【
任
期
】

　

令
和
８
年
４
月
１
日
～
令
和
11
年
３
月
31
日

総
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
数
85
名

損
害
評
価
会
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
定
数
60
名
以
内

総
代
・
損
害
評
価
会
委
員
の

任
期
満
了
に
伴
い

改
選
が
行
わ
れ
ま
す

総代の選挙区及び定員
選挙区 総代の数

１ 海部郡・那賀郡区 ５名
２ 阿 南 市 区 14 名
３ 小松島市・勝浦郡区 10 名
４ 徳 島 市 区 10 名　
５ 名東郡・名西郡区 ６名　
６ 鳴門市・板野郡区 10 名
７ 阿波市・吉野川市区 17 名
８ 美馬市・美馬郡区 ６名
９ 三好市・三好郡区 ７名

合　　計 85 名
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新
年
の
ご
挨
拶

組
合
長
理
事
　
安
　
藝
　
通
　
彦

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
農
業
保
険
事
業
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
事
業
は
、
水
稲
や
果
樹
・
家
畜
・
園
芸
施

設
な
ど
の
制
度
共
済
と
建
物
や
農
機
具
の
任
意
共

済
を
併
せ
２
万
２
千
人
、
収
入
保
険
は
８
３
０
経

営
体
の
皆
様
に
ご
加
入
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
台
風
の
直
撃
も
な
く
自
然
災
害
に
よ

る
被
害
は
比
較
的
少
な
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
で
、
収
入
保
険
は
高
温
に
伴
う
病
虫
害
の
発
生

や
価
格
の
低
下
な
ど
か
ら
、
約
３
億
７
千
万
円
の

支
払
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
被
害
に
あ
わ
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
間
、
事
業
の
推
進
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
共
済
部
長
や
損
害
評
価
員
は
じ
め
、
国
や

県
・
市
町
村
・
Ｊ
Ａ
な
ど
の
関
係
機
関
の
皆
様
に

は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
来
、
連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す

米
価
を
は
じ
め
、
野
菜
や
果
物
・
花
な
ど
の
農
産

物
は
市
場
原
理
で
価
格
変
動
が
起
り
、
加
え
て
、

温
暖
化
な
ど
に
伴
い
、
猛
暑
や
大
型
台
風
の
発

生
・
局
所
的
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
の
危
険
度
は

年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
価
格
低
下
や
災
害
な
ど
様
々
な
リ

ス
ク
に
対
し
、
経
営
を
総
合
的
に
支
え
る
収
入
保

険
を
は
じ
め
共
済
事
業
を
通
じ
、
経
営
・
生
活
の

安
心
を
ご
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
皆
様
の
益
々

の
ご
発
展
と
ご
健
康
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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園芸施設共済

思わぬ大雪に備えて！

積雪時の注意点！

　四国地方は、特に２月中〜下旬は冬型の気圧配置や南岸低気圧の影響で特に山間部では急な積雪の恐れが
あります。また、気温が上がり始める3月の降雪は水分を含んだ重量のある雪の可能性が高いため注意しま
しょう！

・一般的なパイプハウスの場合は積雪の深さが20〜25㎝を超えると雪の重さで倒壊の危険性が出てきま
す。

・雪が積もったハウス内での作業は事故の可能性があるので絶対に避けてください。
・暖房施設がある場合は稼働させ融雪しましょう。
・除雪する場合は早めに行いましょう。特に側面の除雪にも気を付けましょう。

※側面に滑落し堆積した雪はハウスに大きな圧を加えてしまいます。
　被害が発生した際は、速やかに本所又は各支所までご連絡をお願いします。
“園芸施設共済に加入していない施設をお持ちの方は、もしもの災害に備え加入しましょう！”

　初めて水稲栽培を行う方や栽培経験の少ない方
を対象に水稲栽培講習会を開催します。
　農林水産総合技術支援センターの方を講師にお
招きし、損害防止や良質なおいしいお米作りにつ
いての講習を予定しております。
参加をご希望される方は、
NOSAI徳島本所（℡088-622-7731）まで
お早めにご連絡ください。

水稲栽培講習会を
開催します

日時 令和 8 年２月 27 日（金） PM１：30～
場所 徳島県立農林水産総合技術支援センター　大会議室

（名西郡石井町石井字石井1660）
定員 60名程度（定員に達し次第締め切らせていただく場合があります）

　
令
和
７
年
産
水
稲
共
済
に
ご
加
入
さ
れ
て

お
り
、
確
定
申
告
等
に
使
用
す
る
掛
金
払
込

証
明
書
が
必
要
な
方
は
、
発
送
い
た
し
ま
す

の
で
お
近
く
の
N
O
S
A
I
徳
島
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
「
e
−T
a
x
」
な
ど
確
定
申
告
等
の
お

手
続
や
記
入
に
関
す
る
ご
不
明
な
点
に
つ

き
ま
し
て
は
、
所
轄
の
税
務
署
等
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※掛金は 10 ａ当たり基準収穫量 450㎏・１㎏当たり補償単価
181円として算出した目安です。実際の掛金とは異なります。

水
稲
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

　

近
年
異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
や
高
温
障

害
、イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
獣
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

災
害
に
備
え
水
稲
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

（
申
込
期
限
は
移
植
期
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
）

　

自
然
災
害
や
鳥
獣
害
の
他
、
カ
メ

ム
シ
・
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
な
ど
の
虫

害
、
病
害
、
火
災
、
地
震
な
ど
が
共

済
金
の
支
払
い
対
象
と
な
り
ま
す
。

共
済
金
の
支
払
い
対
象
と

な
る
災
害
は
…

　1 筆ごとに 半分以上の被害の場合は『一筆半損特約』で基準収穫量の 2 割部分を、
また、全損被害の場合は『一筆全損特例』で基準収穫量の 7 割部分をお支払いします。

※加入する補償割合によって、異なる場合があります。

Yes

Yes

Yes

No

No

③ 全相殺方式
農業者全体の基準収穫量
から実際の収穫量を差し
引いた数量に応じて共済
金をお支払いします。

掛金：約500円／10a

② 半相殺方式
農業者の耕地ごとに現地
調査を行い減収量の合計
に応じて共済金をお支払
いします。

掛金：約300円／10a

　

　

① 地域インデックス方式
市町村別の統計データを基に収穫量
が一定割合以上減収した場合に共済
金をお支払いします。
農業者ごとの被害状況に応じた補償
とはなりませんのでご留意ください。

掛金：約150円／10a

あなたに合った引受方式を確認しましょう

収穫量の内 95％以上を農業協同組合または
共同乾燥調製施設へ搬入している

搬入実績を基に補償割合の
高い補償を受けたい

収入保険への
加入がおすすめ！

No

青色申告を行っているか

６ページを
ご覧ください

掛金を安くしたい → ①へ
補償内容を重視する → ②へ

ロ
ー
ソ
ン
石
井
町

城
ノ
内
店

ロ
ー
ソ
ン
石
井
町

城
ノ
内
店

農業大学校看板農業大学校看板

ファミリーマート
石井町石井店
ファミリーマート
石井町石井店

JR 石井駅→

JR 石井駅→

←JR下浦駅←JR下浦駅

徳島県立農林水産総合技術
支援センター農業大学校

GSGS

徳島名西警察署
石井庁舎
徳島名西警察署
石井庁舎 石井

小学校
石井
小学校

↑ 

石
井
町
役
場

↑ 

石
井
町
役
場192192

石井
虹の橋クリニック
石井
虹の橋クリニック

水
稲
共
済
の

払
込
証
明
書
が
必
要
な
方
へ

特約・特例付きでさらに安心
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収 保入 険

収入保険は様々なリスクから
農業経営を守ります！

　収入保険は、全ての農産物を対象とした、自然災害や病虫害、病気やけが、価格低下など農業者の
経営努力では避けられない収入減少を補てんします。令和 6 年度補償は加入者 830 件のうち、185
件の方に保険金等をお支払いしました。（令和 7 年 10 月末現在）

小損害実損てん補特約とは…選択した金額（30万円または50万円）までの損害に対して加入
割合にかかわらず実損害額をお支払いする特約です。

※加入時に 30 万円か 50 万円のいずれかを選択することができます
※地震・津波・噴火による事故は対象外です
※１棟ごとの加入金額が 1,000 万円以上の物件に付帯できます

火災共済で 30 万円を付帯の方は 50 万円への変更をオススメします！
小損害実損てん補特約を付帯していない方も是非新たに付帯をご検討ください！

令和 6 年度補償　支払総額 3億 6,641 万円

農業収入金額の減少が見込まれる事故が発生したときはご連絡をお願いいたします。
　保険期間の農業収入金額について見込農業収入金額より減少することが見込まれる事故が発生
したときは、速やかにご連絡ください。

営農計画を変更したときはご連絡をお願いいたします。
　保険期間内に営農計画を変更したときは、変更に係る農作物等の作付け後１ヶ月以内にご連絡
ください。
※保険期間内に事故発生、営農計画の変更のご連絡がない場合は、保険金等のお支払いができな

い場合がございますのでご注意ください。

収入保険専用のメールアドレスをご利用ください
事故発生通知や営農計画の変更等のご連絡に収入保険専用のメールアドレス
（upload@nosai-tokushima.jp）をご利用いただけます。
右記QRコードをスマートフォン等で読み取るとメールアプリへ移行します。

◎税務申告後の書類のご提出をお願いいたします。
　税務申告が完了しましたら、税務申告の期限の日から１ヶ月以内に下記の書類のご提出をお願
いいたします。ご提出していただいた書類をもとに保険金等の算定を行います。

個人の方 　所得税の確定申告書第１表、青色申告決算書（損益計算書、Ⓐ収入金額の内訳）
法人の方 　法人税の申告書別表一、別表四、損益計算書

その他必要に応じて書類のご提出をお願いする場合がございます。

収入保険ご加入の方へお願い

建物共済

小損害実損てん補特約が
変わりました！

特約 50 万円が
 新設されました

特約 30 万円の掛金が 

安くなりました

掛 

金（
年
額
）

支
払
例

特約を付帯した場合は、下表の金額が加算されます

新調達価額 2,000 万円の木造住宅に1,000 万円加入、損害額 40 万円の場合

火災共済

総合共済

1,000 円 620 円

3,770 円 3,300 円

火災共済

25 万円
30 万円
40 万円

特約なし
特約 30 万円
特約 50 万円

8,600 円
9,220 円
9,470 円

特約 50 万円
新設

掛金（年額）共済金支払額

特約 30 万円
従来 改訂後

内　容

870 円

5,620 円

減収要因

鳥獣害　４％ その他　2％

病気やけが　10％

病虫害
32％

価格低下　２％

自然災害
50％

品目

きのこ　4％

花き
13％

米　6％
いも類　4％

その他農作物　1％
鶏　1％

果実
14％

野菜
57％
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で
生
産
者
が
少
な
く
花
持
ち
や
発
色

が
よ
く
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
が
あ
る
。
派

手
過
ぎ
ず
落
ち
着
い
た
色
で
、
道
浩

さ
ん
も
気
に
入
っ
て
お
り
、
今
後
、

「
雅
」
に
力
を
入
れ
て
栽
培
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

栽
培
に
あ
た
っ
て
虫
害
や
病
害
の

防
除
は
徹
底
的
に
行
っ
て
い
る
が
、

最
近
は
気
候
変
動
が
大
き
い
の
で
、

雨
が
降
り
す
ぎ
た
場
合
、
出
荷
作
業

の
調
整
が
難
し
い
。
夏
の
暑
さ
も
厳

し
く
、
日
中
の
作
業
は
、
熱
中
症
と

の
闘
い
で
も
あ
る
。

　
「
ケ
イ
ト
ウ
を
使
っ
て
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
を
行
い
た
い
と
の
声
も
あ
り
、

那
賀
町
の
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
が
催
さ

れ
た
八や

つ
ら面
神
社
農
村
舞
台
の
公
演
で

は
農
協
か
ら
の
要
望
も
あ
り
提
供
し

ま
し
た
。
地
元
こ
ど
も
園
に
は
那
賀

町
の
特
産
品
で
あ
る
ケ
イ
ト
ウ
を
も

っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
進
呈
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
方
か
ら
『
家
で
飾
っ
た
ら
、

と
て
も
き
れ
い
だ
っ
た
』
と
の
言
葉

も
あ
り
、
た
い
へ
ん
励
み
に
な
り
ま

す
」
と
に
こ
や
か
に
話
し
て
く
れ
た
。

本
所
（
０
８
８–

６
２
２–

７
７
３
１
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は

試
し
読
み
後
、
続
け
て
購
読
い
た
だ
け
る
場
合
の
年
間
購
読
料
は
５
，
５
２
０
円
で
す
。

 

就
農
し
て
12
年
目
と
な
る
中
村
道

浩
さ
ん
は
妻
の
佳
子
さ
ん
と
共
に
ケ

イ
ト
ウ
等
花
き
を
中
心
に
95
・５
㌃

栽
培
し
て
い
る
。

　

お
盆
用
・
彼
岸
用
の
ケ
イ
ト
ウ
と

し
て
「
周
防
」
を
中
心
に
栽
培
し
て

い
る
が
、
近
年
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
用
と

し
て
オ
レ
ン
ジ
色
の
「
オ
レ
ン
ジ
ク

イ
ー
ン
」
と
紫
色
の
「
雅み

や
び」
も
出
荷

し
て
い
る
。
「
雅
」
は
新
し
い
品
種

　
「
食
用
花
を
使
う
ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
た
い
。
も
っ
と
身
近
な
も
の
に
し

た
い
で
す
ね
」
と
話
す
の
は
、
鳴
門

市
の
エ
イ
チ
ニ
ュ
ー
株
式
会
社
の
代

表
取
締
役
社
長
・
睦
谷
仁
志
さ
ん
。

食
用
生
花
と
食
用
押
し
花
を
作
っ
て

い
る
鳴
門
工
場
で
は
、
色
と
り
ど
り

の
ビ
オ
ラ
が
屋
内
水
耕
栽
培
で
育
て

ら
れ
て
い
る
。「
押
し
花
に
し
て
も

生
花
に
し
て
も
、
花
び
ら
に
欠
け
の

な
い
美
し
い
も
の
を
作
り
た
い
の
で

屋
内
で
栽
培
し
て
い
ま
す
」

　

当
初
は
食
用
生
花
の
み
販
売
し
て

い
た
が
、
年
間
を
通
じ
て
の
販
売
が

安
定
せ
ず
、
廃
棄
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
も
っ
た
い
な

い
と
い
う
こ
と
か
ら
食
用
押
し
花
を

作
り
始
め
た
。
最
初
は
色
が
抜
け
た

り
歩
留
ま
り
が
悪
か
っ
た
り
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
改
良
を
加
え
、
品

質
が
安
定
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
現

在
で
は
売
上
の
７
割
を
押
し
花
が
占

め
て
い
る
。「
誰
も
や
っ
て
な
い
と

こ
ろ
か
ら
は
じ
め
た
の
で
や
り
が
い

が
あ
り
ま
す
。
市
場
が
な
い
よ
う
な

と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
て
、
幸
い
に
も

毎
年
売
上
が
伸
び
て
い
る
の
が
あ
り

が
た
い
で
す
」と
話
す
。
ア
マ
ゾ
ン
・

楽
天
・
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
通
販

サ
イ
ト
を
通
し
て
販
売
し
て
い
る

が
、
今
後
は
販
路
の
拡
大
が
目
標
。

「
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
輸
出
も
考
え
て

い
ま
す
」
と
意
欲
的
だ
。

ケ
イ
ト
ウ
栽
培
に
情
熱
を
持
っ
て

「
食
用
花
を
広
め
た
い
」

　

 

「
日
常
に
食
用
花
を
」

那
賀
町
　
中な
か
む
ら村

　
道み
ち
ひ
ろ浩 

さ
ん
（
45
歳
）

代
表
取
締
役
社
長
　
睦む
つ
た
に谷

　
仁ひ
と

志し 

さ
ん
（
41
歳
）

県内各地で活躍する農業者を紹介します 

鳴
門
市
　
エ
イ
チ
ニ
ュ
ー
株
式
会
社
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毎週水曜日 月4回発行

動
る
す
粛
自
を
行
旅
日
訪
で
湾
台

日
５
月
７
は
端
発
。
る
い
て
出
が
き

う
の
と
る
き
起
が
震
地
大
で
本
日
に

起
に
言
予
の
家
画
漫
の
本
日
。
さ
わ

ど
な）
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（ト
イ
サ
流
交
、
し
因

現
、
が
官
長
庁
象
気
の
本
日
。
散
拡
に
外
内
国
で

不
は
知
予
の
所
場
や
時
日
の
震
地
は
で
学
科
の
在

省
境
環
▼
に
態
事
る
す
調
強
と」
マ
デ
「し
と
能
可

、
め
と
ま
を
拠
根
的
学
科
の
動
変
候
気
の
新
最
が

を
見
知
的
学
科
ど
な
」
い
な
は
で
い
せ
の
動
活
間

見
く
重
を
状
現
る
い
て
れ
ふ
あ
が
報
情
る
す
視
無

対
化
暖
温
。
増
急
が
稿
投
で
年
半
こ
こ
に
特
。
た

摘
指
を
響
影
の
権
政
米
プ
ン
ラ
ト
な
的
定
否
に
策

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
は
で
査
調
の
省
務
総
▼
る
あ
も
声
る
す

割
４
は
人
た
し
認
誤
と
い
し
正
を
報
情
誤
・
偽
の

拡
に
ど
な
人
友
や
族
家
が
人
１
に
人
４
、
え
超
を

容
内
の
き
驚
「は
由
理
散
拡、
だ
た。
た
い
て
し
散

知
工
人
は
年
近
。
代
時
の
多
過
報
情
▼
い
な
は
意

ま
込
じ
信
を
報
情
偽
、
し
使
駆
も
ど
な）
Ｉ
Ａ
（能

力
る
め
極
見
を
偽
真
。
る
あ
も
例
る
す
と
う
よ
せ

）
２
・
７
・
５
２
０
２
（

之
国
林
小

と
と
論
議
手
い
担
の
地
農

を
地
農
、
は
の
な
切
大
に
も

か
の
る
す
用
活
に
う
よ
の
ど

方
り
あ
の
用
利
地
土
う
い
と

地
農
ま
い
。
る
あ
で
論
議
の

な
ま
ざ
ま
さ
は
に

眼
差

が
し境

環
「
。
る
い
て
れ
ら
け
向

美
う
い
と
」
立
両
の
業
農
と

ば
え
例
、
に
元
の
念
理
い
し

も
設
施
電
発
光
陽
太
型
農
営

る
い
て
し
と
う
よ
れ
ら
め
進

て
い
向
に
電
発
光
陽
太
、
が

生
業
農
は
地
農
な
う
よ
る
い

農
営
。
る
い
て
い
向
も
に
産

い
お
に
域
地
い
し
厳
の
件
条

、
ず
き
で
分
十
も
電
発
は
て

な
れ
わ
行
も
体
自
産
生
業
農

始
れ
ら
見
も
態
事
う
い
と
い

。
る
い
て
め

、
が
だ
ス
ネ
ジ
ビ
は
業
農

ネ
ジ
ビ
の
求
追
益
収
的
期
短

そ
。
い
な
は
で
ス

の
幹
根
の
そ
て
し

所
て
い
つ
に
地
農

民
国
を
方
り
あ
の
用
利
と
有

な
う
よ
る
き
で
論
議
で
体
全

い
ら
か
側
業
農
を
け
か
げ
投

が
れ
そ
。
か
の
る
き
で
に
か

。
る
い
て
れ
ら
め
求

農
院
学
大
学
大
道
海
北
（

）
授
教
准
院
究
研
学

進
が
定
策
の
画
計
域
地

れ
さ
表
公
が
果
結
の
そ
、
み

が
体
治
自
は
画
計
域
地
。
た

な
に
と
こ
る
く
つ
て
し
導
主

業
農
は
て
し
と
実

も
Ａ
Ｊ
や
会
員
委

。
る
い
て
し
た
果
を
割
役

数
画
計
の
り
た
当
体
治
自

理
の
度
制
の
こ
、
と
る
見
を

は
で
国
全
。
る
が
上
び
か

・
２
は
道
海
北
、
区
地
６
・

的
域
広
で
内
体
治
自
は
れ
こ

こ
う
い
と
た
て
立
を
画
計
な

具
で
位
単
落
集
。
る
あ
で
と

う
合
し
話
を
手
い
担
な
的
体

的
目
が
体
自
と
こ
つ
持
を
場

の
で
域
地
、
も
度
制
の
こ
の

こ
る
く
つ
を
場
の
い
合
し
話

職
る
す
当
担
、
さ
し
難
の
と

然
厳
う
い
と
足
不
手
人
の
員

を
想
理
、
で
前
の
実
事
る
た

。
る
い
に
ず
き
で
現
実

に
論
議
的
民
国
方
り
あ
の
用
利
地
農

べらる
えみ「、

もで人
るあが

心関も
てとに

題問境
環

る」や「統一省エネラベル」など環境ラベル付き商

品を選択しているのは３割程度にとどまることが分

かった。消費者庁が2025年版消費者白書で公表した。

消費者が環境配慮商品を知ったきっかけの約８割

は「商品パッケージ」で、環境ラベルは３割台とな

った。さらに、環境ラベル付きの商品を選択してい

％、「どちらともいえない」は6.2％だった。

　環境ラベルが十分に認識されていない、あるいは

事業者に活用されていない可能性があると分析。消

費者の行動変容の促進へ認知度向上などが課題とな

っている。

環境ラベル関心低く

環境問題への関心の程度と環境ラベル付き商品の選択

•主な記事主な記事•

聞
新
済
共
業
農

面
２

合
総
合

成
形
格
価
な
正
適

む
進
討
検
み
組
仕

▲
２

合
総
面

      

合

足
発
が
連
議
造
創
来
未
で
派
党
超

面
３

険
保
入
収

険

面
５

る
い
ま
す

ツ
コ
の
凍
冷
ト
マ
ト

も
ピ
シ
レ
り
や
ん
ひ

記
も
ど
な
針
方
る
図
を
減
低
の
ト
ス
コ

。
た
し
述Ｑ

。
い
き
大
はＡ

む
進
が
足
不
手
い
担
や
化
齢
高

生
は
及
普
・
発
開
の
術
技
な
た
新
、
中

な
せ
か
欠
に
化
強
・
持
維
の
盤
基
産

、
で
方
一
。
い

一
と
備
整
盤
基

を
入
導
に
的
体

合
場
る
め
進

中
た
え
据
見
も
後
今
の
発
開
術
技
、
は

。
だ
切
大
も
討
検
の
ら
か
点
視
な
的
期

を
識
知
門
専
や
入
導
の
機
農
は
に
府
政

生
、
ど
な
保
確
・
成
育
の
材
人
る
す
有

や
細
め
き
た
え
ま
踏
を
情
実
の
場
現
産

れ
ら
め
求
が
化
強
・
実
充
の
援
支
な
か。

る

。
た
し
と
る
げ
な
つ
に
ど
な
良
改
の
でＱ

。
は
と
式
方
産
生
な
た
新

Ａ

い
す
や
し
穫
収
が
機
穫
収
動
自

走
が
車
搬
運
動
自
、
や
換
転
の
へ
種
品

明
を
ど
な
備
整
の
道
業
作
い
す
や
し
行

走
動
自
つ
つ
し
進
推
を
備
整
盤
基
た
し

草
ン
コ
モ
リ
、
栓
水
給
動
自
や
機
農
行

山
中
に
ら
さ
。
る
す
入
導
も
ど
な
機
刈

供
・
発
開
の
術
技
た
し
応
対
に
域
地
間

ど
な
注
受
の
業
作
門
専
、
て
せ
併
と
給

械
機
業
農
て
じ
通
を
ど
な
保
確
・
成
育

Ｑ

。
は
標
目
の
積
面
地
農

Ａ（
た
し

制
抑
の
用
転
地
農
な
序
秩
無
、
中
る
す

期
早
の
地
農
廃
荒
な
能
可
用
利
生
再
や

な
好
良
に
特
。
る
め
進
を
用
利
正
適
の

向
に
保
確
の
地
農
た
え
備
を
件
条
農
営

い
つ
に
全
保
・
備
整
盤
基
の
地
農
、
け

区
大
、
つ
つ
し
携
連
と
画
計
域
地
は
て

理
管
の
ど
な
理
管
水
・
り
刈
草
や
化
画

の
田
水
、
備
整
化
力
省
の
業
作

汎
用
化

施
利
水
。
る
す
進
推
を
ど
な
化
地
畑
・

期
適
、
へ
全
保
な
的
続
持
の
能
機
の
設

後
の
化
度
高
・
化
率
効
の
理
管
や
新
更

。
だ
ん
込
り
盛
も
ど
な
し
押Ｑ

用
利
な
的
率
効
・
正
適
の
地
農

。
は
て
い
つ
にＡ

し
記
明
と
く
い
で
ん
組
り
取
に
的
中
集

準
水
産
生
も
で
下
少
減
の
者
業
農
。
た

用
活
を
術
技
同
、
う
よ
る
き
で
持
維
を

を
換
転
な
的
極
積
の
へ
式
方
産
生
た
し

ス
た
し
立
成
年
昨
、
げ
掲
を
針
方
る
図

成
育
材
人
と
及
普
・
発
開
の
術
技
、
き

。
る
す
進
推
を
ど
なＱ

。
は
制
体
た
け
向
に
入
導
術
技

Ａ

大
、
者
業
事
間
民
や
者
業
農

る
す
画
参
が
ど
な
体
団
共
公
方
地
、
学

術
技
。
た
し
と
る
す
築
構
を
」
議
会
進

・
功
成
や
果
効
る
え
与
に
営
経
が
入
導

用
活
が
者
業
農
ど
な
析
分
の
例
事
敗
失

理
整
を
報
情
な
要
必
に
際
る
す
断
判
を

高
が
性
要
必
、
た
ま
。
る
す
信
発
・

発
開
の
術
技
い
高
が
度
易
難
発
開
、
く

発
開
、
り
図
を
担
分
割
役
が
者
業
事
間

トト
ンン
イイ
ポ
基
本
計
画

新

⑦⑦

（公表資料より編集部作成）

ま
い
て
じ
感
を
問
疑
は
に
と
こ
た

、
し
力
協
に
整
調
給
需
、
た
ま
。
す

米
蓄
備
た
れ
ら
取
い
買
に
国
で
価
安

わ
使
に
め
た
る
げ
下
を
格
価
場
市
が

ち
持
気
い
な
せ
る
や
も
に
況
状
る
れ

政府が価格引き下げへ今年の米 現場の声

格
価
は
府
政
、
け
受
を
り
ま
止
高
・
昇
上
価
米
く
続
ら
か
夏
昨

せ
寄
を
い
思
の
今
と
り
く
づ
米
の
年
今
、
に
者
営
経
手
い
担
の
地

約
る
す
営
経

を
ど
ん

、
が
た
し
ま
け

。
た
し
ま
え
替
り
切
と
へ
米
用
食
主

な
理
管
水
も
後
今
、
で
調
順
も
柄
作

い
し
い
お
も
年
今
、
り
配
を
気
に
ど

、
け
受
を
騰
高
価
米
の
ら
か
年
昨

家
農
る
す
新
更
を
具
機
農
は
で
域
地

出
が
し
兆
い
る
明
、
ど
な
る
え
増
が

整
調
給
需
、
だ
た
。
す
ま
い
て
き
て

く
き
大
、
中
る
す
騰
高
が
材
資
な
ま

が
準
水
の
行
現

で
況
状
う
い
と
な

れ
入
を
用
雇
、
で
と
こ
く
い
て
い
続

い
と
く
い
て
し
や
増
を
積
面
ら
が
な

。
す
ま
い

と
く
続
が
格
価
の
今
、
え
い
は
と

、
在
現
。
ん
せ
ま
え
思
も

乾
。
す
ま
い
て
れ
入
り
取
を
播
直
水

ら
か
年
今
、
れ
入
に
野
視
も
播
直
田

続
り
作
を
米
。
た
し
ま
め
始
を
強
勉

ざ
ま
さ
ど
な
料
肥
。
す
で
じ
感
た
れ

な
も
と
こ
う
い
と
た
し
や
増
を
米
用

Ｊ
を
量
全
で
々
半
と
米
用
工
加
、
く

。
す
ま
し
荷
出
に
Ａ

見
で
線
目
者
費
消
を
価
米
の
在
現

い
て
し
り
が
上
値
に
倍
が
米
た
い
て

な
ら
か
分
も
ち
持
気
い
ど
ん
し
。
る

。
す
で
い
な
は
く

、
は
出
放
米
蓄
備
の
府
政
、
だ
た

正
が
の
い
な
く
白
面
は
て
し
と
家
農

格
価
る
き
で
産
生
再
。
ろ
こ
と
な
直

過
給
供
は
降
以
産
年
来
、
で
方
一

に
い
多
も
落
暴
の
格
価
、
り
な
に
剰

政
。
す
ま
い
て
し
配
心
と
る
う
り
あ

持
維
ス
ン
ラ
バ
給
需
の
食
主
、
は
府

従
て
い
つ
に
ど
な
量
庫
在
・
量
産
生

提
・
握
把
の
で
度
精
い
高
に
上
以
来

ま
。
す
ま
い
て
じ
感
と
だ
要
重
が
供

じ
生
が
和
緩
幅
大
の
給
需
に
仮
、
た

す
戻
い
買
て
し
と
用
蓄
備
は
に
際
た

な
軟
柔
る
が
な
つ
に
定
安
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ど
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お
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対
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が
向
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の
米
用
食
主

き
続
き
引
に
め
た
の
定
安
営
経
、
中

生
約
契
の
米
酒
い
く
に
し
動
変
格
価

考
と
う
こ
い
て
し
視
重
を
売
販
・
産

原
が
蔵
酒
の
先
引
取
。
す
ま
い
て
え

こ
今
の
境
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で
ど
な
足
不
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米
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強
を
性
係
関
し
持
維
を
量
約
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仕
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５
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光
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の
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。
ん
せ
ま
り
あ
は
で
け

を
系
態
生
や
景
風
園
田
る
あ
で
源
資

る
い
て
し
持
維
を
域
地
村
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、
り
守

。
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で
家
農
は
の
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い
て
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さ
価
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、
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。
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▽
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る
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、
り
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で
家
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の

日
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外
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、
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来
未
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作
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関
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に
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▽
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て
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Ａ
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２
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２
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土
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に
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て
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光
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光
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。
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Ａ
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２
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落
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。
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を
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率
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動
変
の
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、
で
と

立
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を
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対
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え
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た
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。
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仙
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Ｎ
Ｓ
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４
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友
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７
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収
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ど
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キャンペーン 実施中
農業共済新聞を読めば分かるシリーズ

な
化
地
畑
・

持
の
能
機
の
設

の
理
管
や
新
更

盛
も
ど
な
し
押Ｑ

・
正
適
の
地
農

。
は
て
い
つ
にＡ

く
い
で
ん
組
り
取
に
的
中
集

下
少
減
の
者
業
農
。
た

持
維 集た維
を 画

集
画

ど
な持効

のり
盛

正
適

試し読み試し読み試し読み試し読み
ど

試し読み
ど

試し読み
ど

試し読み
ど

試し読み試し読み試し読み
効

試し読み
効

試し読み
効

試し読み
効

試し読み試し読み試し読み試し読み試し読み試し読み試し読み試し読み試し読み試し読み試し読み試し読み
２カ月間

無料
２カ月間

無料

を
地
農
、
は

か
の
る
す

方
り
あ
の

地
農
ま
い差

が
し境

環
「美ばも

る

短と
有

で
体
全

かか
げ
投

で
に
か

れ
ら
め
求

に
論
議

か 全
体か

げでら

も

論
に
論

と
有

議美
う

全 が
し り

あ
地

短

ま
い「

農
か
の

す
り
あ申し込みはＮＯＳＡＩへ

毎週おとどけ

▲新聞ＱＲ

摘み取りも繊細な作業です

ケイトウのほ場で

10
月
採
用
の
職
員
を
紹
介
し
ま
す

①
出
身
地　
②
趣
味　
③
目
指
す
職
員
像

黒く
ろ

田た　
　

昂こ
う

①
徳
島
市

②
温
泉

③
自
分
の
経
験
を
活
か
し
、
農
家

の
皆
さ
ま
に
プ
ラ
ス
に
な
る
仕

事
を
し
、
早
く
信
頼
さ
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。

岡お
か

田だ　

直な
お

哉や

①
徳
島
市

②
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

③
生
ま
れ
育
っ
た
徳
島
で
、
地
域

農
家
の
方
に
信
頼
さ
れ
る
職
員

に
な
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

退 

職　

  　

西
部
支
所 　

大
西　

真
司

新
職
員
紹
介

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

お
詫
び
と
訂
正

「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
徳
島　

第
37
号
９
頁

誤
）「
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
出
来
栄
え
を
み
る
矢
野
さ
ん
」

　
　
　

↓

正
）「
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
出
来
栄
え
を
み
る
矢
部
さ
ん
」

お
詫
び
申
し
上
げ
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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白菜の甘酢漬け
材　料

作り方
1　白菜は 2cmのざく切りにする。
2　しょうがはせん切りにする。
3　ポリ袋に＊印の材料を入れて、袋の上からもむ。
4　しらす、お好みで七味唐辛子を入れてさっと混ぜる。
5　器に盛り付けてできあがり。

＊白菜……… 300g(5 〜 6 枚 )
＊しょうが… ………… 1かけ
＊塩…………………小さじ1/2
＊酢……………………大さじ 3
＊砂糖…………………大さじ2
＊出汁の素…………ひとつまみ
  しらす… …………………50g
  七味唐辛子……… お好みで

グラタンに入れる野菜は、シチュー

に入りそうな野菜なら鍋野菜の余

り等でもOK。あまりたくさん入れる

と水分が出るので注意。ベーコンは

エビでも鶏肉でも豚肉でも。小麦粉

と牛乳の割合が大事です。

しょうがはチューブなら1㎝ほど。
しらすでなく、カニカマや鮭フレークでも。

Ａ～Ｅの文字を並び替えて
答えを導き出してください

ヒントを参考に、
①から⑤に言葉を当てはめてください。

①　日本人選手として初めて鈴木○○○○
氏が米国野球殿堂入りを果たしました。

②　６頁をご覧ください。収入保険で、営
農○○○○を変更したときはご連絡を
お願いします。

③　うつぶせになり、手のひらと足のつま
さきで身体を支え、腕を屈伸する運動。

④　10 頁をご覧ください。Cook-NOSAI
今回の食材は〇○○〇です。

⑤　かつて運行していた寝
台列車の愛称、車輛の
色が由来だそうです。

応 募 方 法
はがきに、必要事項を記入し、ご応募ください。

※当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。
※ご意見ご感想は氏名を省略し、本紙に掲載させていただく場合

がございます。

応募〆切：令和８年２月27日（金） 必着

○答え
○氏名（年齢）
○住所
○電話番号
○ご意見・ご感想

徳島市山城西
二丁目74番地
NOSAI徳島
広報係 行

７ 0 5７ 08 485円切手を
お貼り
ください

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
若
葉
農
園
の

「
プ
レ
ミ
ア
ム
人
参
ジ
ュ
ー
ス

（
1
0
0
0
㎖
）」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

前回の答えは
「あかとんぼ」でした。
たくさんのご応募
ありがとうございました。

① A
② B
③ C
④ D
⑤ E

〒770−8054
徳島市山城西二丁目74番地

NOSAI 徳島　広報係　行
◀切り取って、クイズの宛先としてご利用ください

材料（２人分）
白菜……………… 2枚
玉ねぎ………… 1/4個
しめじ………… 1/2株
ベーコン………… 2枚
餅……………… 2個
バター………………8g
小麦粉… … 大さじ3
牛乳…………… 400cc
コンソメ…… 小さじ1
塩こしょう……… 少々

ピザ用チーズ……適量
粉パセリ………… 少量

作り方
1　白菜は 2〜3mm幅にせん切り、玉ねぎは薄切り、
しめじは小房に分け、ベーコンは1cm幅に切る。

2　フライパンにバターを溶かし、白菜、玉ねぎ、し
めじ、ベーコンをしっかり炒める。

3　しんなりしたらコンソメ、塩こしょう、小麦粉を加
え、粉っぽさが消える(小麦粉の白さがなくなる
くらい)まで炒める。

4　牛乳を２回に分けて加えとろみがつくまで混ぜる。
5　グラタン皿に4〜 6 等分にした餅を入れ、電子
レンジで約1分加熱し柔らかくする。

6　グラタンソースを⑤に入れて、ピザ用チーズをの
せる。

7　オーブントースター、グリルで焼き色がつくまで
焼き、仕上げに粉パセリをふってできあがり。

白菜とお餅のグラタン

今回の食材

白菜

・冷蔵庫で２〜３日保存でき
ます。

・同じ方法で大根で作っても
美味しいです。

・ゆず酢、すだち酢を少し入
れるとより美味しくなりま
す。

ポイント

・とろみが強すぎた場合は、
牛乳でのばして調整する。

・ピザ用チーズはとろけるス
ライスチーズ４枚に代用可
能です。

ポイント

お料理教室 COOK-cielbleu
武田 桃枝さん

https://cook-cielbleu.blog.jp/

クイズに答えて、プレゼントを当てよう！

　

肥
料
や
農
薬
に
頼
ら
な
い
野
菜
や
お
米
を
作
っ
て
い
る
、

石
井
町
浦
庄
の
若
葉
農
園
の
人
参
を
使
っ
て
い
ま
す
。
人
参

の
美
味
し
さ
が
詰
ま
っ
た
甘
く
て
濃
厚
な
味
わ
い
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先　
有
限
会
社 

若
葉
農
園

　
　
　
　
　
　
　
　
名
西
郡
石
井
町
浦
庄
字
下
浦
３
２
６–

６

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
８–

６
７
５–

２
５
１
２

７名様

ヒント
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第
38号

 2026年
・

新
年

発
行
日
／
2025年

12月
18
日

　

就
農
し
て
４
年
目
と
な
る
福
井
秀
伯

さ
ん
、
真
理
さ
ん
夫
妻
。
ネ
ギ
50
㌃
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
４
３
０
㌃
を
栽
培
し
て

い
る
。

　

就
農
当
時
は
多
品
目
を
栽
培
し
て
い

た
が
徐
々
に
自
分
達
の
営
農
ス
タ
イ
ル

を
確
立
さ
せ
、
現
在
で
は
品
目
を
絞

り
、
ネ
ギ
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
主
と
し

て
い
る
。「
農
業
は
予
想
し
て
い
た
よ

り
も
大
変
で
、
当
初
は
苦
労
も
し
た

が
、
周
り
の
農
家
の
方
々
か
ら
栽
培
技

術
を
教
え
て
も
ら
い
、
よ
う
や
く
軌
道

に
乗
っ
て
き
た
。
良
い
人
に
恵
ま
れ
助

け
て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
話
す
秀
伯
さ
ん
。「
私
の
姉
や
息
子

も
就
農
し
て
く
れ
た
。
お
互
い
情
報
共

有
が
で
き
、
よ
り
よ
い
営
農
に
も
役
立

っ
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
の
真
理
さ
ん
。

　

現
在
、赤
ネ
ギ
を「
阿
波
の
紅べ

に
こ
い
ね
ぎ

恋
葱
」、

白
ネ
ギ
を
「
阿
波
こ
う
つ
ネ
ギ
」と
し

て
吉
野
川
市
の
ブ
ラ
ン
ド
認
定
を
取
得

し
、全
国
に
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。「
安

定
し
た
収
益
を
保
ち
つ
つ
、
全
国
的
に

も
販
売
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き

た
い
。
時
間
が
で
き
た
ら
好
き
な
釣
り

や
旅
行
に
も
行
き
た
い
で
す
ね
」と
笑

顔
で
語
る
。

吉
野
川
市
山
川
町

　
福
井
　
秀
伯 

さ
ん（
46
歳
）

　
　
　
　
真
理 

さ
ん（
44
歳
）

https://www.nosai-tokushima.jp/

本　　 所
家畜診療所
南 部 支 所
西 部 支 所
NOSAI 徳島ホームページ

徳島市山城西二丁目74番地	 TEL 088−622−7731／FAX 088−622−4315
徳島市山城西二丁目74番地	 TEL 088−677−4511／FAX 088−677−6022
阿南市桑野町中野120番地１	 TEL 0884−21−1050／FAX 0884−21−1055
美馬市脇町大字猪尻字西上野115番地１	 TEL 0883−52−3301／FAX 0883−52−3387

表
紙
の

　

  
ひ
と

読

か
者

ら
の
お
便
り

ク
イ
ズ
と
一
緒
に
寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
・
ご
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

矢
部
さ
ん
の
お
元
気
な
仕
事
ぶ
り
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
お
身
体
に
気
を
つ
け
て
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。

吉
野
川
市
　
70
歳
代
　
男
性

農
機
具
に
よ
る
事
故
が
増
え
て
き
て
い
る
の
が
最
近
本
当

に
目
に
つ
き
ま
す
。
私
も
農
作
業
中
は
十
分
気
を
引
き
締

め
て
や
ら
な
け
れ
ば
と
。

海
部
郡
　
60
歳
代
　
男
性

な
す
の
甘
辛
煮
、
レ
シ
ピ
を
見
て
早
速
作
っ
て
み
ま
し

た
。
簡
単
で
、
変
わ
っ
た
献
立
に
な
り
、
お
い
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。

小
松
島
市
　
80
歳
代
　
女
性

若
い
人
も
頑
張
っ
て
る
姿
は
い
い
で
す
ね
。
こ
ん
な
若
者

が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
旬
の
レ
シ
ピ
も
助
か

っ
て
い
ま
す
。

美
馬
市
　
70
歳
代
　
男
性

勝
浦
町
の
お
み
か
ん
大
好
き
で
一
冬
に
何
度
も
買
い
に
行

き
ま
す
。花
岡
さ
ん
の
お
み
か
ん
も
食
べ
て
み
た
い
で
す
。

板
野
郡
　
50
歳
代
　
女
性

12第38号　2026年・新年


